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アル・アクサ洪水第７２８日目：「公海上 の上賊行為」：イスラエル軍、ガザへ向かう数十
隻の船舶を押収「  
 Palestine「Chronicle、２０２５年１０月２日、脇浜義明訳 

グローバル・スムード船団はイスラエルによって拿捕された。(Photo:「video「grab) 

 

主要事項 

 ＊今、グローバル・スムード船団はイスラエルの攻撃を受けている。船団の何隻かの船にはイスラエル兵が乗り込ん

だ。グレタ・トゥーンベリなど多くの活動家が身柄拘束された。しかし、一部の船はガザへ航上を続けている。 

 ＊いくつかのヨーロッパの首都で抗議活動が発生し、イタリアではゼネストが宣言された。 

 ＊ガザのパレスチナ保健省によると、２０２３年１０月７日以降のイスラエルの攻撃の犠牲者は、死者６６，２２５人、

負傷者１６８，９３８人となり、その多くは女性と子どもである。 

 

最新情報 

１０月２日    １０：３５ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：アル・クッズ旅団は、イスラエル兵を狙撃した映像を海開し、イスラエル無人機を拿捕した

ことを発表、イスラエル軍への迫撃砲攻撃を発表した。メディアは、イスラエル兵死傷者と戦車の破壊を確認して報道し

た。 

 ＊ヒューマン・ライツ・ウォッチ：パレスチナ・イスラエルのヒューマン・ライツ・ウォッチ地域事務所の所長はアル・

ジャジーラに対し、イスラエルは西岸地区のパレスチナ人弾圧を激化させ、アパルトヘイト政策と集団懲罰を続けていると

語った。 

 ＊パレスチナ赤三日月社：西岸地区北部のジェニン市でイスラエル占領軍の銃撃で子ども１人が負傷した。 
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１０月２日    １０：２３ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：今日ホワイトハウスは、トランプ大統領がガザ戦争終結計画案に対するハマスの答えを待っ

ていると発表した。一方、エジプトのバドル・アブデラティ外相は、この計画には大きな抜け穴があり、修正しなければ

ならないと指摘した。 

１０月２日    １０：０４ｐｍ 

 ＊アル・カッサム旅団：我々は、ガザ市南部テル・アル・ハワ地区にあるロザリー修道女学校内に陣取ったイスラエル兵

とその車両を攻撃した。 

 ＊ワン・アメリカ・ニュース：トランプ大統領はワン・アメリカ・ニュース・ネットワークに対し、中東問題は公３００

０年後なら容易く解決できる」と言った。彼は、公ガザ以 のものを手に入れる。ガザと地域全体の平和を手に入れる」と

言った。 

１０月２日    ８：４１ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザへの人道支援ミッションのグローバル・スムード船団に参加していた数百人の４７カ国

の国際的活動家たちが、水曜日の夜から木曜日にかけて、国際水域で身柄拘束され拉致された。 

 ＊イスラエル・メディア：イスラエル上軍は４００人以 を乗せたガザへ向かう船４１隻を拿捕したと発表した。イスラ

エル警察は、軍から２５０人以 の参加者を受け取り、尋問を行った後で、刑務所へ送ったと発表した。イスラエル・メデ

ィアによると、この拿捕作戦には様々な部隊から数百人の兵士が参加した。上軍特殊部隊公シャイエテット１３」は同時に

６隻の主要船を拿捕した。どの船も沈没しないでアシュドッド港へ曳航された。 

１０月２日    ８：３１ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：イスラエル国営テレビチャンネル１０によると、イスラエル軍ナハル旅団の兵士４人が、ガ

ザ市での公危険な任務」と彼らが言った任務の遂行を拒否したために、１０日間の禁固刑を言い渡された。 

１０月２日    ８：２９ｐｍ 

 ＊イスラエル軍：ガザ回廊中部の戦闘で、第４１４大隊の将校が重傷を負った。タイムズ・オブ・イスラエルは、他に２

人の兵士が軽傷を負ったと報じた。 

 ＊アル・ジャジーラ：アル・ジャジーラ特派員は、イスラエル占領軍がガザ回廊南部のラファで住宅破壊を行ったと報じ

た。 

 ＊エジプト外相：エジプト外相は、トランプ大統領のガザ計画は、統治と安全保障の問題でもっと議論が必要で、解決

すべき多くの問題があると言った。トランプ大統領のビジョンを支持するが、計画の実施には政治的意志と幅広い参加が

必要だと言った。 

 ＊アル・クッズ旅団：我々はガザ市南部のテル・アル・ハワ地区で迫撃砲を使ってイスラエル兵とその車両を攻撃した。 

１０月２日    ６：５４ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：オランダ最大の年金基金ABPは、米国製重機メーカーであるキャタピラー社がイスラエル

軍への供給に関与しているとの疑惑を受け、同社の株式を売却したと発表した。 

１０月２日    ６：０８ｐｍ 

 ＊アムネスティ・インターナショナル：イスラエルによるスムード船団拿捕はガザ援助を阻止するだけではなく、イスラ

エル批判者への威嚇と処罰を目的としたものだ。この違法な拿捕は、イスラエルが今後もイスラエル批判者やパレスチナ支

援者への攻撃を続ける意図を表わしたものだ。また、ガザ住民の飢餓を継続し、ジェノサイドに反対する声を封じ込める意

図を表わしたものだ。 

 ＊WHO:２０２３年１０月以降、１６７，３７６人が負傷し、５０００人以 が手足切断手術を受けた。数千人が今後

何年間も治療とリハビリを必要とするだろう。約４２，０００人が人生を変えるような大負傷を負っており、負傷者の４人

に１人が子どもである。 

 ＊アル・クッズ旅団：我々はテル・アル・ハワ地区で諜報活動を行っていたイスラエル無人機を拿捕した。 

１０月２日    ６：００ｐｍ 
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 ＊パレスチナ・クロニクル：南アフリカ、スペイン、コロンビア、トルコなど、世界の指導者たちはイスラエルのグロー

バル・スムード船団攻撃を非難し、上賊行為、テロリズム、国際法違反だと非難した。 

１０月２日    ４：２９ｐｍ 

 ＊ジャーナリスト保護委員会（ＣＰＪ）：我々は３２人のジャーナリストを含むスムード船団の乗組員を即時かつ無条件

に釈放することを要求する。 

 ＊チャンネル１３：グローバル・スムード船団の船舶がアシュドッド港の上軍基地に到着した。 

 ＊パレスチナ・メディア：病院筋によると、今日夜明けからのイスラエル軍の空爆で、４５人が死亡した。そのうち１３

人は援助物資を待っているときに殺害された。 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告では、ガザ回廊南部の援助物資配給センター付近で、援助物資を待って

いた１３人がイスラエル占領軍に殺害された。 

１０月２日    ３：２１ｐｍ 

 ＊イスラエル・メディア：ガザ回廊で公セキィリティ事件」が発生し、負傷した兵士数人がヘリコプターで国内の病院へ

搬送された。 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告では、ガザ回廊南部の援助物資配給センター付近で、物資の受け取りを

待って人々に対して占領軍が発砲して、パレスチナ人８人が死亡した。 

 ＊ガザ保健省：この２４時間で７７人の遺体と２２２人の負傷者がガザ回廊の病院に運び込まれた。これで、２０２３年

１０月７日以降のイスラエル軍攻撃の犠牲者数は、死者６６，２２５人、負傷者１６８，９３８人となった。 

 ＊パレスチナ・メディア：病院筋によれば、今日明け方からイスラエル軍の空爆による死者は３４人となり、そのうち４

人は援助物資配給を待っている間に殺された人。 

１０月２日    ３：１７ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：トランプ計画はパレスチナ人の完全屈服、つまりパレスチナ人の主権と抵抗の放棄を要求し

ている。パレスチナ人はすべて、どういう党派に所属しているかに関わりなく、この植民地主義的な攻撃に立ち向かい、パ

レスチナの大義を守らなければならない。アラン・アラメディーンの小論を読まれたい。 

１０月２日    ２：０７ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告では、ハーン・ユーニス西のアル・マワシ地区にあるチャリティ・キッ

チンへのイスラエル軍の空爆による死者は９人となった。 

 ＊パレスチナ・メディア：救急隊によると、ガザ市南部のアッサブラ地区にあった１軒の住宅へのイスラエル軍の空爆

で、数人の死傷者が出た。 

 ＊PFLP:パレスチナ人民解放戦線（PFLP)は、ガザ回廊で住民が直面している虐殺を止めることが為すべき最優先事項で

あると言った。PFLPはガザに関する米国提案への統一的対応を作り げるために緊急の民族会議の開催を求めた。 

 ＊イスラエル外務省：イスラエル外務省は、ガザ支援船団の船は一隻もガザ到着に成功しなかったと発表した。乗り組み

員の健康は良好で、今イスラエルへ向かっており、イスラエルから欧州へ強制送還されるであろうと言った1。また、ガザ

から離れた地点に１隻残っているが、この船がガザ封鎖を突破しようとすれば、拿捕すると付言した。 

１０月２日    ２：００ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：国連によれば、イスラエル軍は、アッジャルマクとアル・カルダリの間をドローン攻撃す

るなど、南レバノンを攻撃しているが、このため２０２４年１１月の停戦以降レバノン民間人の死者は１００人を超えた。 

１０月２日    １：３２ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：南アフリカのシリル・ラマポーザ大統領は、イスラエルがガザ沖でグローバル・スムード船団を

拿捕したことは、イスラエルの国際法違反が続いていることの新たなる証拠だと言った。 

 ＊カン：イスラエル軍によると、グローバル・スムード船団の船はどれもガザ上域への侵入に成功していない。 

 

訳注１：活動家はヨーロッパ人だけではない。アジア人やラテンアメリカ人もたくさんいる。 

https://www.palestinechronicle.com/revolt-against-the-enemys-plan-how-trumps-proposal-seeks-to-liquidate-palestine/


 

4 

 

 ＊アル・カッサム旅団：我々は、イスラエル軍のガザ回廊の民間人攻撃が続いていることへの報復として、昨夕、占領地

アシュドッドへ向けてロケット弾を一隻射撃した。 

 ＊ガザ政府メディア・オフィス：９月には、本来許可されるべきだった１８，０００台の援助物資トラックのうち、僅か

１，８２４台だけがガザ搬入が許可されただけだった。ガザ回廊の住民たちの最低必要を満たすためには、１日に６００台

以 の救援物資トラックの搬入が必要である。 

 ＊パレスチナ赤三日月社：イスラエル軍はガザ市南部のアル・マワシ地区にあるチャリティ・キッチンを空爆し、パレス

チナ人２人が死亡し、数人が負傷した。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アウダ病院の報告では、ガザ中部のアッラシド通りでイスラエル軍の銃撃で、パレスチ

ナ人１人が死亡した。 

 ＊パレスチナ・メディア：バプティスト病院の報告によれば、イスラエル無人機がガザ市南東部のアッザイトゥーン地区

を攻撃し、パレスチナ人１人が死亡し、数人が負傷した。 

１０月２日    １２：４５ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：イスラエル上軍が大規模作戦で数百人の活動家を逮捕し、拿捕した船団をアシュドッド港へ

向かわせているが、一隻だけがガザへ向かうという前例のない事が展開している。 

１０月２日    １２：０６ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：バプティスト病院の報告によれば、イスラエル軍のガザ市のアッザイトゥーン地区への空爆

で、何人かのパレスチナ人が負傷した。 

 ＊アナドル通信社：追跡システムによると、スムード船団に所属するトルコ船籍の公ミケノ」号が、ガザ沖合約９上里の

ガザ上域に入った。船団のトルコ代表のラマザン・トゥンチュは、公ミケノ号はイスラエルの封鎖を回避して、ガザ上域に

進入した。これは封鎖を突破したことを意味する。何よりも大切なことは、我々の心の中に封鎖を解いたことだ。やがて、

物理的封鎖が解け、自由になったガザで兄弟たちと抱き合う日がくることを、私は願っている」と述べた。 

 ＊国連：トム・フレッチャー国連事務次長は、公ガザ市で戦闘が続いており、ガザ回廊北部へのアクセスはほぼ不可能

だ。ガザで妨害されない人道支援が必要だが、人道支援活動家たちは活動を中断している」と言った。 

 ＊アル・ジャジーラ：マレーシアのアンワル・イブラヒム首相は、イスラエル軍がグローバル・スムード船団の船に乗

っていたマレーシア人２３人を身柄拘束したという情報が入ったと言った。 

 ＊パキスタンのGEOテレビ：パキスタンのシェバス・シャリフ首相は、イスラエルのグローバル・スムード船団攻撃を

公凶悪行為」と呼んで、強く非難した。 

１０月２日    １１：５９am 

 ＊パレスチナ・クロニクル：イスラエル軍はガザ回廊全域で攻撃を激化し、今日夜明けから今までに少なくとも１５人を

殺害した。また、ガザ市住民に公最後警告」を出し、避難移住を命じた。医療施設は虐殺を報告し、支援団体は、人道状況

が悪化しているのに、活動の一時停止に追い込まれている。 

１０月２日    １１：１５am 

 ＊アル・クッズ旅団：アル・クッズ旅団ジェニン大隊は、ヤバドの町を襲撃するイスラエル軍増援部隊を即席手製爆発装

置を使って攻撃して、死傷者を出させたと発表した。 

 ＊ブラジル外務省：ブラジル外務省は、グローバル・スムード船団には自国のルイジアンヌ・リンス国会議員などブラ

ジル国民が乗船していたと指摘し、イスラエルの支援船団拿捕を非難した。外務省はイスラエルの行為は平和活動の権利を

侵害すると言った。 

 ＊英国外務省：英国外務省はスムード船団拿捕に懸念を表明し、乗船していた英国民の家族と連絡をとっていると述べ

た。 

 ＊スペイン外務省：スペインは、グローバル・スムード船団拿捕に対し、イスラエル臨時代理大使を召還した。外務省

は、状況を見守っており、乗船していたスペイン国民に対し外交的及び領事保護を提供する用意があると言った2。「  

 

2 
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１０月２日    １１：１３am 

「  ＊カン：イスラエル軍がスムード船団の４０隻以 の船を統制下においている。数百人の活動家はアシュドッド港へ移

送され、イスラエル国内で自主的または強制的国外退去の手続きが行われる。陸軍と上軍が、いかなる船もガザに接近しな

いように、掃上を実施している。 

 ＊アダラー3：国際水域における民間人拉致は明確な国際法違反である。我々は公拉致された民間人」の即時解放、押収

した船舶と支援物資の返還、そして物資が妨害なくガザに輸送されることの許可を求める。 

 ＊パレスチナ・メディア：救急隊の報告によると、イスラエル無人機のガザ市西部のアンサール地区への攻撃で、子ども

１人が死亡した。  

 ＊パレスチナ・メディア：地元筋によると、イスラエル軍のクワドコプター・ドローンが爆発物を詰めた箱をガザ市のア

ッタラティニ通りにある住宅地に投下した。 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告では、ハーン・ユーニス南西部の援助物資配給センター付近で物資配給

を待つ人々へのイスラエル軍の銃撃で、若者が１人死亡した。また、ハーン・ユーニス西のアル・マワシ地区の避難民テン

トへのイスラエル無人機の爆撃で、パレスチナ人１人が死亡した。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アクサ殉教者病院の報告では、ガザ回廊中部のアル・ブレイジ難民キャンプの北で薪

集めをしていた４人兄弟がイスラエル軍によって殺害された。 

 ＊イスラエル外務相：船団参加者はイスラエルへ向かっている。イスラエルで欧州への送還手続きが行われる。 

 ＊アル・ジャジーラ：スムード船団に参加していたトルコ委員会は、イスラエル上軍が国際水域で船を違法拿捕し、トル

コ人活動家２５人を逮捕したと発表した。それによると、シリウス号、アルマ号、スペクトリー号、ヒュージ・アイ号、デ

イル・ヤシン号、グラン・ブルー号など１５隻の船が拿捕された。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アクサ殉教者病院の報告によれば、イスラエル軍のデイル・アル・バラフの南にいたパ

レスチナ人をイスラエルの無人機が攻撃し、１人が死亡し、１０人以 が負傷した。 

 ＊レバノン保健省：南レバノンのハルダリ地区で走行中の自動車をイスラエル機が空爆し、２人が死亡し、１人が負傷

した。 

 ＊グローバル・スムード船団：イスラエル上軍に数隻の船が拿捕さえたが、我々は残る船でガザを目指している。 

１０月２日    ８：２２am 

 ＊ニュースのまとめ 

・新たな拿捕；イスラエル上軍は国際水域で公オタリア」号と他の数隻を拿捕し、イスラエル兵が乗船した。  

・残る船舶；少なくとも１０隻が現在も航行しており、ガザ沿岸から４０上里の地点にいると伝えられている。公シリー

ン・アブ・アクレ」号もその中の１隻である。  

・証拠映像；活動家たちは、船団の一員としてガザ住民のために食料と医薬品を運んでいた公フロリダ」号をイスラエル上

軍が攻撃した瞬間を写した映像を海開した。  

・国際的抗議活動；イタリアで支援船に対する攻撃行動の継続に抗議するデモが発生した。  

・イタリアのデモ；抗議者が首都ローマやその他の都市に結集し、イスラエルの船団攻撃と活動家逮捕に抗議した。  

・共謀非難；イタリア・デモの参加者はイスラエルだけでなく、イタリア政府をイスラエルと共謀していると非難した。 

１０月２日    ４：４７am 

 ＊ニュースのまとめ/ 

・残る船舶；船団は、イスラエルの攻撃と拿捕にかかわらず、まだ３０隻の船がガザに向かい、現在ガザから４６上里の地

点にいると発表した。  

・拿捕された船舶；船団は、イスラエル上軍によって拿捕された船は１３隻であることを発表した。 

  

 

訳注２：「日本人女性１人が乗船していたが、日本政府の対応はあるのかないのか、何も聞こえてこない。 

訳注３：「イスラエル内パレスチナ人の権利擁護法律団体。 
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・イタリア：イタリアの都市ボローニャで数百人がデモを行い、イスラエル上軍の行動を非難した。 

・チュニジア：首都チュニスで、船団への攻撃に抗議するデモ隊が集結した。 

・モーリタニア：数十人のデモ参加者が首都ヌアクショットの米国大使館前に集結し、ガザ地区封鎖解除を目指す公レジリ

エンス船団」に対するイスラエル上軍の攻撃を非難した。 

１０月２日    ３：０ ３am 

 ＊ニュースのまとめ 

・航上続行決意；船団広報担当者サイフ・アビ・キシュクは、船団はガザ封鎖を破る任務を継続する決意を表明した。彼

は、ガザ封鎖を終わらせ、ジェノサイドを阻止し、援助物資流入を確保することから、真の解決が始まると言った。・国際

的抗議活動；イタリアのボローニャで数百人規模のデモ。チュニジアのチュニスでデモ、モーリタニアの首都ヌアクショッ

トの米国大使館前に数十人が集結して抗議活動。 

１０月２日    １：５８am 

 ＊ニュースのまとめ 

・船団参加者の決意：グローバル・スムード船団の広報担当のハリダ・アブ・バラクは国際水域での拿捕に対し、活動家

たちの姿勢を表明した。彼らは、イスラエル当局から提示されるいかなる書類にも署名しない。アブ・バラクは、国際水域

での拿捕と逮捕は違法であり、パレスチナ自治区への航行は合法で正当であると主張した。努力の継続；活動家たちは、イ

スラエルによる救援物資配給はまったく信頼できないとし、封鎖がなくなるまで何度でもガザへ救援物資を届ける努力を続

けると表明した。  

・イタリアでゼネスト呼びかけ；イタリア最大労組であるイタリア労働組合総連合（CGIL）は、グローバル・スムード船

団への攻撃に抗議し、拘束された活動家への連帯を示すために、金曜日にゼネストをやろうと呼びかけた。彼らはまた国際

水域で自国民が拘束されたのに、政府は自国民に対する憲法 の責任を怠ったとして、イタリア政府を非難した。 

・チュニジアのジャーナリスト組合；チュニジア・ジャーナリスト組合は、イスラエルによる船団攻撃を非難し、乗船して

いるジャーナリストの安全確保は国際社会の責任であると主張した。組合は、何人かのジャーナリストとの連絡が途絶した

ことに懸念を表明し、取材中のジャーナリストの拘束は公国際法違反であり、人道に対する犯罪」だと強調した。 

１０月２日    １：３３am 

 ＊イタリア労働組合総連合：我々は、イスラエルによるスムード船団への攻撃に抗議し、イスラエルに拘束された活動家

への連帯を示すために、金曜日にゼネストを実施する。 

１０月２日    １：３２am 

 ＊アル・ジャジーラ：ドイツではデモ隊がベルリン中央駅を占拠した。 

 ＊アル・ジャジーラ：パレスチナ民族イニシアチブ（PNI)のムスタファ・バルグーティ書記長は、公今やイスラエルと、

パレスチナを支持する人類との間の対立だ」と言った。 

１０月２日    １２：５１am 

 ＊パレスチナ・クロニクル：イスラエルがガザへ援助物資を輸送するグローバル・スムード船団を拿捕したことを受

け、ヨーロッパ各地で抗議活動が発生、イタリアでは労働組合がゼネストを宣言した。 

１０月２日    １２：１５am 

 ＊アル・ジャジーラ：スムード船団が拿捕されたことで、ベルリン、ローマ、バルセロナ、ブリュッセル、イスタンブー

ルで、今夜、抗議デモが発生した。 

 ＊ハマス：ハマスは、イスラエルのスムード船団攻撃を公野蛮な犯罪行為」で、世界のすべての自由を愛する人々が非

難しなければならないと言った。ハマスは、船舶拿捕と活動の身柄拘束を公上賊行為」公テロ行為」と呼び、世界の人民の

怒りを受けるだろうと言った。ハマスは、国際社会に、活動家と船を保護する措置を直ちに講じることを求めた。 

 ＊アル・ジャジーラ：アル・ジャジーラ特派員は、イスラエル上軍がスムード船団４４隻のうち少なくとも４隻を拿捕し

たけれど、シーリーン・アブ・アクレ号は依然としてガザ沿岸に向かっていると報じた。 

１０月１日    １１：４３ｐｍ 
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 ＊アル・ジャジーラ：ローマでガザへ向かうグローバル・スムード船団をイスラエルが拿捕したことに抗議するデモが

あった。船団には何人かのイタリア人が乗っている。 

 ＊アル・ジャジーラ：アル・ジャジーラ特派員は、イスラエル上軍が海上 でグローバル・スムード船団４４隻のうち

の４隻を拿捕したと報じた。イスラエルＴＶチャンネル１３は８隻が拿捕されたと報じている。 

 ＊パレスチナ・イスラム運動（ＰＩＪ）：‘ＰＩＪは自由の船団へのイスラエルの攻撃を公野蛮な攻撃」公上賊行為」公国際

法と人道法への露骨な違反」と呼んで非難し、乗組員の安全はイスラエルの責任だと言った。 

 ＊アル・ジャジーラ：欧州議会のブランド・ベニフェイ議員は、イスラエルのスムード船団拿捕は公犯罪的で違法」と

述べ、国際社会が船団を保護すべきであった、船団参加船が掲げている国旗の国は船団を守る義務があると言った。 

 ＊パレスチナ・クロニクル:アル・カッサム旅団は、今日、旅団戦士がガザ市を包囲しているイスラエル占領軍の兵士と

車両を攻撃する様子を写した映像を海開した。 

１０月１日    １１：０７ｐｍ 

 ＊船団拿捕に関するニュースのまとめ 

・イスラエル上軍は、国際水域でグローバル・スムード船団の拿捕作戦を開始した。作戦は継続される見通しである。 

・拿捕された船；アル・ジャジーラ特派員によると、これまで支援活動参加の４４隻のうち４隻が上軍によって拿捕され

た。数十人の活動家が乗船している。チャンネル１３は、拿捕された船は６隻だと報じている。  

・作戦継続；イスラエルの情報筋によると、船団拿捕作戦は明日の木曜日まで続く見込み。上軍は先に拿捕した３隻の乗組

員を身柄拘束し、残る船にはイスラエルのアシュドッド港へ航行せよと指示した。 

 

 


